
 

学 校 名 等 可児市立中部中学校 

実 施 日 時 平成２９年１０月３日（火） 

会 場 中部中学校図書室 

参 加 人 数 １５名 

学習課題（分野） 防犯教室、校長講話、子育てサロン 

運営者の願い 

【主催者の願い】 

○「もう中学生だから、もう大きいから大丈夫」ではなく、防犯に

対する知識を深め、実生活に反映してほしい。 

○校長先生のお話が聴きたい。 

○市の家庭教育のリーダー研で学んできた資料を使ってサロンで交

流したい。 

学 習 の 内 容 

＜当日の日程＞              ＜講話の講師＞ 

                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜参加者の講話の感想＞  

 

 

 

 

 

  

 

 

＜子育てサロン＞ 

○学級長さんが市の家庭教育学級リーダー研修会で子育てプログラムを利用した研修をし

てこられました。その資料を皆さんに提示し、一緒に考えました。（当日使った資料は、

裏面にあります。）※1 

 ○子育てプログラムを使ったサロンの進め方 

 

 

 

 

＜参加者の感想＞ 

 

 

 

 

 

＜実践を終えて＞ 

・講演会と子育てサロンを組み合わせた実践。講演会では、防犯の専門家や校長先生からお

話を聞き、子育てサロンでは、リーダーさんが、可児市の研修会で学んできたことを自校

の家庭教育学級でも実践されました。リーダーさんからの報告書には「実に充実した時間

となりました」と結んでおられます。 

講演会型＋子育てサロン型（中学校） 

 

★「講話＋子育て

サロン」組み合

わせることで学

びが充実! 

 

★専門家からのお

話で、みんなで

学習! 

 

○防犯に対して意識が高まりました。 

 
○子どもが犯罪に巻き込まれないため

の留意点をたくさん教えていただき

ました。実際の事例を織り込みなが

らのお話だったので、防犯意識の低

さを考えさせられました。 

 

○サロンでは、いろいろな意見が出まし

た。同じ年頃の子どもをもつ親が子育

てについて語り合うことは有意義だと

感じました。 

 

 

○校長先生の教育に対する筋の通った

お話を聞くことができました。今後

の子育ての参考になりました。 

 

【講話】9:30～ 

第一部  防犯教室 

青少年を取り巻く現状 

連れ去り防止のために 

第二部  校長先生の講話 

学校経営 生徒につけたい力 

【子育てサロン】11:00～ 
 家庭教育プログラム（みんなで子育て

Ⅲ）「SOSのサイン」を使ったサロン。 

 

★子育てプログラム

利用! 

「こんな時どうしよ

う?」とみんなで

考えることができ

る! 

 

第一部 防犯教室 

○可児地区防犯協会 

連れ去り防止教育 ひまわり班 

○可児警察署生活安全課 

○少年補導員 

○可児地区防犯協会 

○地域安全活動アドバイザー 

第二部 校長先生の講話 

○可児市立中部中学校校長 

 

○子どもたちの周りには、いろいろな

危険が潜んでいるという現実がある

ことを学びました。 

 

参考になる資

料 を 配 付 す

る。 

こんな経験をしたとき、また、

似たような話を聞いたとき、ど

のように対処したか交流する。 

○飲み物やお菓子をいただきながら、皆

さんとリラックスした気持ちで話し

たり聞いたりできました。楽しかった

です。 

 

 

「こんなことありま

せんか」を具体的にイ

メージしながら読む。 

【第一部 講話内容】 

○大切な命は自分で

守る 

○青少年犯罪の現状 

○子どもが犯罪に巻

き込まれないため

の留意点 

 

【第二部 講話内容】 

○子どもに付けたい

力と学校教育 



※1 子育てサロンで使った資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


